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曲線 y =
√
x+ 2と直線 y = x+ aが共有点をもつとき定数 aのとりうる値の範囲

は 2⃝ であり，共有点の数が 2個でかつ，その共有点の y座標がともに正であると

き，aのとりうる値の範囲は 3⃝ である．
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【答】
2⃝

a ≦ 9
4

3⃝

2 < a < 9
4

【解答】
y =

√
x+ 2 …… 1⃝

y = x+ a …… 2⃝

1⃝

2⃝

−2

√
2

x

y

O

1⃝と 2⃝が接するのは
√
x+ 2 = x+ a …… 3⃝

が重解をもつときである．

x+ 2 = (x+ a)2

x2 + (2a− 1)x+ a2 − 2 = 0

判別式を D とおくと

D = (2a− 1)2 − 4(a2 − 2)

= −4a+ 9

であり，重解をもつのは D = 0のときであり

a = 9
4

である．
aは 2⃝の y 切片の y 座標であり， 1⃝と 2⃝が共有点をもつ aの値の範囲は，グラフより

a ≦ 9
4

……（答）

である．
2⃝が点 (−2, 0)を通るのは

0 = −2 + a ∴ a = 2

のときであり，共有点が 2個ある aの値の範囲は 2 ≦ a < 9
4
で，このうち y 座標がともに正

になるのは

2 < a < 9
4

……（答）

である．

• 同値変形を利用する．
1⃝と 2⃝が共有点をもつ条件は

√
x+ 2 = x+ a …… 3⃝



2

が実数解をもつことである．

3⃝ ⇐⇒
{
x+ 2 = (x+ a)2

x+ a ≧ 0

⇐⇒
{
x2 + (2a− 1)x+ a2 − 2 = 0 …… ア⃝
x+ a ≧ 0 …… イ⃝

「 ア⃝かつ イ⃝」を満たす実数 xが存在するための aの条件を求める．ア⃝の判別式をD
とおくと

D = (2a− 1)2 − 4(a2 − 2) = −4a+ 9

であり，実数解をもつ条件は D ≧ 0であるから

a ≦ 9
4

である．また， ア⃝の解は x =
−2a+ 1±

√
D

2
であり，x =

−2a+ 1 +
√
D

2
は

x+ a =
−2a+ 1 +

√
D

2
+ a =

1 +
√
D

2
> 0

を満たすから， イ⃝はつねに成り立つ．
よって， 1⃝と 2⃝が共有点をもつ a の範囲は

a ≦ 9
4

である．
つぎに，共有点が 2個存在し，かつ共有点の y 座標がともに正となる条件はD > 0 …… ウ⃝

−2a+ 1−
√
D

2
+ a > 0 …… エ⃝

が成り立つことである．

ウ⃝ ⇐⇒ a < 9
4

であり，エ⃝を整理すると

1−
√
D > 0 ⇐⇒

{
1 > D

D ≧ 0
⇐⇒ 0 ≦ D < 1

∴ 0 ≦ −4a+ 9 < 1 ∴ 2 < a ≦ 9
4

したがって， ウ⃝かつ エ⃝を満たす aは

2 < a < 9
4

である．


